
「論文内容の要約」 
 
1. 題名： 

戦後イラクの平和構築におけるジェンダーの主流化 
――女性をめぐる米国の政策と社会的影響を中心に―― 

 
2. 全体要旨： 
 本論文は、2003 年イラク戦争後のイラクにおける女性政策の影響を、米国の占領統治下

での平和構築における「ジェンダーの主流化」という新たな視角から分析し、イラク女性

を取り巻く環境がどのようにしてもたらされたのか、という問いに答えようとしたもので

ある。 
「ジェンダーの主流化」とは、近年、国際連合が中心となって提唱した概念である。そ

れは、本論文で取り扱う 2003 年のイラク戦争における米国の姿勢に見られたように、

女性の保護や支援をアジェンダとして掲げ、平和構築のためのアプローチの 1 つとして

位置付けられる。平和構築におけるジェンダーの平等を目指すこのアプローチは、冷戦

終結後の 1990 年代以降、地域紛争の増加に伴い女性の暴力被害が増加したこと、さら

に、平和構築活動時に女性が疎外されていることが問題視されたことから、国連をはじ

め国際社会で重要性が認められてきた。しかし、「ジェンダー主流化」の一環と見られる

女性のアジェンダ化を喧伝した米国主導のイラクにおける平和構築とは、「ジェンダーの主

流化」が目指す男女の平等が取り入れられたものではなかった。本論文では、その理由、

実態およびその影響を明らかにした。 
イラク戦争後のイラクは、ジョージ・ブッシュ大統領による「主要な戦闘の終結」宣言

後も紛争状態が続いた。そのなかで米国は、想定外の混乱に見舞われ、女性政策への費用

を減らし、治安維持に尽力しなければならなかった。国防総省や国務省は、イラクへの派

遣人員はじめ対応措置でイラクでの主導権争いに従事し、現場の最高司令官である連合国

暫定当局(CPA: Coalition Provisional Authority)のポール・ブレマー長官は、イラクにいわ

ゆる脱バアス化政策を発し、新生イラクを再生しようと試みるが、しかしながら、女性政

策ではその手腕は発揮できなかった。 
他方、女性にとっては、生活面での負担は増加し、民主化の象徴とされた 2005 年に始ま

った選挙では、必ずしも適切な形で自己を主張したものにはならなかった。同時に女性は

性的暴力被害の対象および厳格化するイスラーム主義のスンナ派とシーア派の各組織によ

る戒律強要の対象となった。西洋的な価値観を持つ女性として米国から注目を浴びた亡命

イラク女性たちは、イラクの宗派および民族の政治的な対立のなかで、その価値観を維持

することはできず、新生イラク国家の中では、少数派となった。 
「ジェンダーの主流化」という点では、イラク戦争開戦前に発表された女性政策とは裏

腹に、女性政策に対する占領統治者米国による積極的な介入はほとんど見られなかった、



もしくは期待したような効果を得られなかったと言える。このように本論文は、米国によ

る女性政策が実施できなかった理由と経緯、また、その女性への社会的影響を明らかにし

ている。同時に、イラクにおける米国の女性政策を西洋的視点からのみ論じるのではなく、

イラクの宗派や部族を考慮することの難しさも示している。 
 
3．目的と章構成： 
 本論文は、イラクにおける紛争後の平和構築「ジェンダーの主流化」の視角から分析す

るが、その目的は 3 つある。第 1 に、イラク戦争後の米国による占領統治および平和構築

におけるイラクの要因の影響を検証することにより平和構築の応用に対して当該国の事情

に関するインプリケーションを示すことである。第 2 に、イラク戦争およびその後の占領

統治政策について、女性を政策アジェンダとして設定したことによる影響を検討するとい

うことである。第 3 に、フセイン政権後イラクの社会状況の実態をジェンダーの視点から

検証することである。 
 本研究の構成は以下の通りである。第 1 章では、研究の分析視角である平和構築におけ

る「ジェンダーの主流化」の定義、平和構築との中での位置づけ、女性と紛争との結びつ

きについての議論の発展および展開の経緯を確認する。その上で、イラク戦争後のイラク

における平和構築をジェンダーという視点からとり上げる研究の意義について論究する。 
第 2 章では、政権転換前のフセイン政権におけるジェンダー政策を、イラン・イラク戦

争や湾岸戦争、国連経済制裁と関連づけながら見た上で、政権転換前のイラクにおいて女

性が社会・経済的にどのような状況に置かれていたのかを確認する。まず、フセイン政権

が目指した女性のあるべき姿を、フセイン大統領が女性をテーマにおこなったスピーチと

当時の政策とを結びつけながら分析する。同時に、スピーチをもとに、フセイン政権が進

めようとしていた「女性の解放」や「女性の社会進出」についても検討する。女性に関す

る政策を実現する上でフセイン大統領が考えていた阻害要因とは何か、それに対して彼は

どのように対応したのかを検証し、イラク社会における女性の社会進出政策導入の難しさ

の一端を明らかにする。 
第 3 章では、米国のイラク戦争および占領統治における女性政策を検証する。女性をイ

ラク戦争の際の重要アジェンダとして位置付けた経緯や、その後の米国の政策の変遷を、

主に当時の戦略の中心人物の発言や女性政策のプロジェクトに対する予算配分から分析す

る。また、占領統治の現地責任者であった CPA のポール・ブレマー長官、ホワイトハウス

における中心人物であるコンドリーザ・ライス国務長官の回顧録から、ブッシュ政権内で

の女性政策についての認識、現状認識の双方の違いやその政策への影響を考察する。 
第 4 章では、戦後に続いて起きた紛争の構造の変遷から、女性を取り巻く環境の変化を

論究する。イラク攻撃後に 2 カ月足らずで「主要な戦闘の終結」がブッシュ大統領によっ

て発表されたが、イラクでは断続的な紛争状態が続いた。紛争に関わるイラク国内の宗派

を中心とした主なアクターおよびアクター間の関係は状況とともに変化し、アクターと米



国との関係も時間の経過とともに変化した。各勢力の関係が変化し続けるなかで、米国の

「支援」という形での介入は暴力構造をより複雑化させた。この構造の変化が女性を取り

巻く環境にいかなる影響を与えたのか、女性の証言を織り交ぜながら検証していく。 
第 5、6 章では、女性自身の主体的な動きに注目する。第 5 章は、エリート層の女性を中

心に、女性の営みを取り上げる。まず、政治分野への進出として、宗派を中心とした政党

による女性の取り込みとその影響を考察する。次に、社会的な営みとして女性支援を掲げ

る NGO 組織を取り上げる。米国による支援を得ながら活躍する亡命イラク女性を中心とし

た組織と、財政的独立を保持しながら活動する在住イラク女性を中心とした草の根活動を

取り上げ、それぞれの活動の特徴や、現地女性のニーズに応える意味での女性の自立的活

動の限界などを考察する。 
第 6 章では、第 5 章から視点を変えて、政治の動きから離れた「周縁化」された女性を

俎上に乗せる。家を捨て、いわば「逃避」せざるを得ない状況に追い込まれた女性の環境

と、その結果として発生している人身取引との関係を、米国による政策とイスラームや部

族などイラクの伝統や文化、歴史的背景との結びつきから検証する。すなわち、性的な理

由で女性が「名誉殺人」の対象とされている事例を取り上げ、伝統的な文化が残る社会で

の西洋的価値観による「民主化」政策導入の女性への影響を考察する。 
 終章では、武力介入者による体制転換および占領統治という分脈の中で女性というアジ

ェンダ設定の持つ意味について、各章での分析および検証に基づいた考察をまとめる。そ

のうえで、支援と主権のジレンマ――もしくはジレンマの過小評価――および西洋的価値

観導入の際の、当該地域の伝統的価値観や歴史的背景の評価の在り方およびその影響につ

いて検討する。最後に将来的な「ジェンダーの主流化」の応用方法についてイラクの事例

からインプリケーションを提示する。 
 
4. 各章要約： 
第 1 章では、紛争と女性との結びつき、および平和構築における「ジェンダーの主流化」

についての議論をまとめたうえで、先行研究の課題を提示した。そのうえで、研究の目的

を、第 1 に「ジェンダーの主流化」という研究分野に対するイラクの事例報告、第 2 にイ

ラク戦争および占領統治政策に対するジェンダーの視点からの客観的評価、第 3 にイラク

戦争後のイラクに関する主に女性を中心とした社会状況の報告という 3 点にまとめた。 
第 2 章では、フセイン大統領時代の女性政策およびその間の女性を取り巻く状況を確認

し、イラク戦争後の「ジェンダーの主流化」がどのような時代背景のもとに行われたのか

を考察した。まず、フセイン大統領の女性観について、彼が行ったスピーチおよび執筆し

た 5 つの論考を確認した。論考で取り上げられた「女性の解放(emancipation of women)」
とは、1968 年にフセイン大統領が発表した「新たな自由社会の建設」が目指した改革の 1
つである。「自由」で「解放」された近代的な女性を目指しつつも、家父長制や宗派・部族

の教えを重視する「反革命的な動き」への対策には時間がかかるとし、最終的には男女双



方の抱える不満の軽減を試みながら、双方を動員できるアプローチを作り上げた。他方、

女性は、福祉政策が充実されて社会参加が重視され、イラン・イラク戦争や湾岸戦争時に

は出産をも奨励されるが、経済制裁時には、逆に家に留まることを強いられていた。フセ

イン大統領の「国家フェミニズム」とは、このように、「女性の国家事業への動員政策」に

ほかならなかったことを示した。 
第 3 章では、米国に焦点をあて、イラク戦争開始前に女性政策が持ち上がった経緯およ

び、その後の女性政策の実施を中心に検証した。米国は戦前、亡命イラク人女性を旧政権

の被害者として「解放」することを世界に訴え、戦後は女性を復興の中心に据えることを

目指した。しかし、米国による女性支援プログラムはイラク女性の日々のニーズに応えら

れず先細りし、悪化する治安への対策が優先された。さらに、米国内での国務省、国防総

省と CPA のブレマー長官との現状認識の違いや主導権争いなども明らかにした。 
第 4 章では、イスラーム主義勢力の宗派による政治闘争を女性支配という点から、米国

の介入も含めて検証した。イラク国内でのイスラーム主義勢力の宗派を軸とした政治闘争

は暴力化していった。各宗派は女性への戒律を強化し、宗派内の女性を管理する一方で、

敵対する宗派の女性に対しては性暴力を含む暴力的な行為で攻撃した。時間の経過ととも

に敵対する宗派および米国の関係は変化するものの、イラク女性は常に、暴力を受ける対

象であり続けたことを明らかにした。 
第 5、6 章は、女性の「主体的行動」と題して、女性自身の営みを中心に分析した。第 5

章では、政治的および社会的営みを検証した。政治的な営みでは、イラク統治評議会での

女性の象徴的選出および実質的な貢献の不在、また、その後の法整備における議論では、

イスラーム主義勢力の保守派女性と世俗的な女性議員の軋轢が明らかになった。さらに社

会的動きでは、NGO の動きに注目し、亡命イラク人と国内在住イラク人の組織の動きを比

較した。前者は、資金規模は大きいものの国内在住イラク女性への支援が行き届かず、後

者は、資金規模が小さく支援が行き届かないという、それぞれの抱えるジレンマが異なる

ことが示された。 
第 6 章では、もう一つの女性の「主体的行動」として、女性の家族からの「逃避」を取

り上げた。第 5 章では、いわば、「政治の中心」に位置する女性たちの動きを検証したが、

本章では、そこから離れた「周縁化」された女性を分析の俎上に乗せた。そこでは、紛争

中および紛争後に人身取引が横行するなか、①「名誉殺人」という歴史文化的要因、②女

性の性的被害という紛争要因、③米国による新自由主義政策および女性の処遇という占

領統治の政策的要因の 3 つが重なり合うことで、多くのイラク女性が三重の苦難に直面し

たことが明らかになった。具体的には、性にかかわる「名誉殺人」から逃れようとする女

性たちが「逃避」したが、米国からも保護されず、結局は人身取引の対象となっているケ

ースが存在していた。 
 
5. まとめ（結果・考察） 



 イラクの事例では、米国による「ジェンダーの主流化」は失敗であった、という評価を

行った。すなわち、戦後イラクでは米国による西洋的制度や価値観の導入が、イラク特

有の要因と結びついた結果、女性への暴力を含む予期せぬ事態を招いていた。イラクの

要因としては、フセイン政権下で女性の社会進出が進められていたこと、および、イラ

ン・イラク戦争、湾岸戦争、国連の経済制裁を経て社会が疲弊していたことが挙げられ

る。また、宗教的および部族的な伝統を重んじる保守的な人々にとっては、西洋的な価

値観に基づいた社会進出や男女の平等は容易には受け入れられないこと、および、各宗

派の対立が、自らの宗派の女性に対しては戒律の厳守を強い、敵対する宗派の女性に対

しては攻撃の対象とする可能性があったことが指摘できる。さらには、性的暴行の被害

となることがイラクの伝統では「名誉殺人」の対象となり得ることも挙げられる。これ

らのことから、米国は「ジェンダーの主流化」を実行する際にイラクの要因や歴史的背

景を重視してこなかったと言える。また、西洋的価値観に基づいた女性の社会進出や男

女の平等を目指して導入される民主化政策が、平和構築の政策策定者の意図に反した結

果を招く可能性があるということも、イラクの事例で明らかになった。 
これらのことは、すなわち、武力介入者であり事実上の実効支配者となる占領統治者は、

当該地の歴史的経緯や文化・社会的環境について必ずしも熟知していないということにほ

かならない。そのことの軽視が、外部者や占領統治者というだけで単純に抵抗の対象とな

りやすい立場を、さらに憎悪の対象という立場へと追いやってしまった。さらに、その憎

悪は、当該地における占領統治者の協力者や関係者と見なされた無関係の者たちにまで向

けられる、ということが提示された。 
最後に、「ジェンダーの主流化」という点から考えると、平和構築を行う主体が、①

戦争前の当該国の状況および女性の置かれていた地位や女性政策を把握すること、およ

び、②女性の社会進出や意思決定プロセスへの女性参加の持つ社会的意味を慎重に吟味

してから実行に移す必要がある、という 2 点が、インプリケーションとして導き出され

た。換言すれば、イラク戦争とは、事前に十分な検討が行われずに平和構築が行われた

場合に何が起こり得るのかを、女性に関して示した事例であることが示された。 
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